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【資料 2-1】指標の骨子検討 (1′2)

内閣府が検討・公表した幸福度指標案をベースに総合戦略におけるKPlを検討する
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■平成23年 12月 5日 に内閣府「幸福度に関する研究会」が
これまでの内外における学術研究の成果に基づいて、指標の

選別を行い、幸福度指標試案を発表

■今回の小樽市における複合指標のフレームとして

当該成果を活用

■幸福度を構成する要素は包含するよう留意しつつも、

指標の位置づけは今回の総合戦略に合わせて柔軟に変更

(一部、総合戦略における施策による影響がないと判断される

項目については、対象から除外する)

出所 :内霊府「幸椰度に関する研究会」

2 KPi(重 要業績評価指裸)の考え方

指標の骨子検討 (2r2)
幸福度指標の項目を再構成することで基本目標・重点戦略も評価することができる

基本書撰・菫薦戦略と舞機の震連圏

(例 )移住促進プロモーシヨン
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|(例 )市営住宅改善事業  |

(例 )在宅医療 介護連携
推進事業

〈例〉空き家対策事業
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3 κPI(重要業練評価指様 )の考え方

子育て満足度、子育て支援サービス

子育て・教育 ■満足度、待機児菫数、学校生活満足度、
中高進学率、いじめ認知件数年

餌 び込むチカラ

安心して子育てできる
環境をつくり、地域の
教育力を向上させる

住環境満足度 (インフラ、施設充足、近隣
安全、清掃環境)、 家族関係満足度等

自己評価点、医療サービス満足度、

平均寿命、福祉 障害者施設数等

幸精度指標点数■施策にかけた予算=費用対効果


